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【目的】

　グラム陰性細菌のニトリルヒドラーゼは、既に遺伝子

クローニングがなされ、本酵素の構造遺伝子が機能未知

の遺伝子とクラスターを形成していることが既に明らか

となっている。本機能未知遺伝子はニトリルヒドラター

ゼ遺伝子の上流に存在することから、ニトリル代謝に関

連する遺伝子であると推定される。本研究は、この機能

未知の遺伝子の機能を調べることを目的とする。

【方法及び結果】

　ニトリルヒドラターゼ遺伝子上流に、オペロン様のＯ

ＲＦが存在する。この領域を持つプラスミドを鋳型とし、

目的ＯＲＦに対して設計したプライマーを用いてＰＣＲ

反応を行い、ＯＲＦの増幅を行った。こうして増幅した

断片をlac プロモーターあるいはＴ７プロモーターを有

する大腸菌用ベクターにつなぎ、目的遺伝子が導入され

た発現プラスミドを構築した。

　今後、宿主大腸菌、誘導物質濃度、培養温度などを様々

に変えた条件検討を行い、ＳＤＳ‐ＰＡＧＥで目的の分

子量の位置に顕著に誘導されるバンドが出現するかを指

標として、目的タンパク質の大量発現を試みる予定であ

る。


